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現像廃液削減装置XR-2000

印刷に使うPS版（印刷版）の現像工程で排出される「現像廃液を即効的に
減らせるシステム」。減圧蒸留という画期的な方法で廃液を濃縮する
ことで、産業廃棄物として排出される廃液量はわずか1/8に削減、残りの
7/8は再生水として再利用が可能。

●水消費量削減
・廃液削減装置のライフサイクルにおけるウォーターフットプリントは、装置を利用しなかった時と比べて年間
約630L（約12%）の水消費量削減となった。

・廃液削減装置の効果としては、年間約2000Lの水の削減・有効利用が可能。
（再生水は下水道に放流が可能な水質で、現像希釈液やトイレの浄水に利用できる。）
 ●産業廃棄物量の大幅削減
・産業廃棄物の大幅削減（廃液：約80%削減）により、輸送や廃液焼却に掛かる環境負荷を削減。

●廃液削減装置の効果

※１：算定条件：製品を7年間使用したときの、
1ヶ月当たりの処理について計算
PS版処理量：1ヶ月（25日）に
１000㎡、8時間稼動した時

※２：現像システムでの再生水利用は、オプ
ションの再生水再利用装置 XR-R60 を
接続することで可能になります。
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現像廃液１/８削減により、
産廃輸送・廃液焼却負荷も

大幅に削減！

再生水は
現像システムで循環利用※２

又は他施設で再利用が可能
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